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はじめに :肝機能障害を持つ消化器外科疾患に対

し,有 効な薬物療法を行 うためには肝薬物代謝酵素チ

トクロームP_450(P‐450)活性を知る必要があるが臨

床の場で頻回に肝生検を行 うことはきわめて困難であ

る.われわれはモルモットで尿中 D‐グルカリン酸排泄

量 (uGA)が 肝の P‐450量と相関すること
1)に注目し各

種肝疾患で uGAを 測定した。その結果 ucAは P‐450

活性が低い肝硬変症りや悪性疾患で正常者に比較し低

値を示したので肝薬物代謝酵素誘導活性の指標となり

うると報告。した。今回 P‐450活性能を間接的に知る目

的でビタミンC負 荷によるuGAの 変動について検討

した。

対象と方法 :通常の肝機能検査で異常が認めめられ

なかった非手術患者 5例 を対象とした。男女比は 3:

2で 平均年齢は62.3±5.6歳であった。24時間の蓄尿

後,ビタミンCを lgを 静注した後24時間まで 6時 間毎

に分割蓄尿した蓄尿からuCA(″ mo1/6時 間)を測定

した,GAは 既報りに従って測定し統計処理はpaired t

検定で行った。

成績 :負荷前uCA(負 荷前24時間″CA× 1/4)8.7士

2.竹molに 比較し負荷後 6時 間のuGA 12.9± 2.8

″molと 負荷後 6～ 12時間のuCA 17.8±6.5″molは

高かったが以後差は認められなかった (Fig.1).

考塞 !ビタミンCは P‐450を誘導活性化するので,

投与後12時間までにおけるuCAの 増加はP‐450活性

が一過性に上昇した結果と考えられる。uCAは 薬物の

酸化還元や加水分解に関与する薬物代謝第 1相 での

P-450の誘導活性化に刺激誘導されて生じる第 2相 の

グルクロン酸抱合に関連した酸素系の代謝過程を反映

ビタミンC負 荷尿中D‐グルカリン酸排泄量による

チトクロームP_450活性値の測定
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Fig。 l Changes of urinary D‐ glucaric acid excre‐

tion before and after vitamin C stimulation

する。 これ らの P,450代謝は ミトコン ドリアの ATP

と補酵素 FADを 必要 としているので uCAは 薬物代

謝のみならず肝の実質量や栄養状態の指標 ともなると

考えられ る。 ビタ ミン C負 荷 uCAの 測定は P,450活

性を含めた総合的肝機能の予備力を知るための新 しい

検査法 として今後検討する必要があると思われた。
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